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柏
崎
高
校
の
令
和
2
年
度
大
学
入
試
等
の
結
果
が
ま
と

ま
っ
た
。
卒
業
生
174
名
中
、国
公
立
大
学
進
学
者
は
47
名
、

私
立
大
学
進
学
者
は
90
名
、
そ
の
他
、
短
期
大
学
5
名
、

専
門
学
校
20
名
、
就
職
4
名
、
そ
の
他
（
進
学
準
備
な
ど
） 

8
名
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
県
外
の
国
公
立
大
学
へ
の

進
学
者
は
筑
波
大
学
1
名
、
横
浜
国
立
大
学
2
名
、
東
京

都
立
大
学
2
名
、
東
京
農
工
大
学
1
名
、
埼
玉
大
学
3
名

な
ど
。
県
内
で
は
新
潟
大
学
11
名
、上
越
教
育
大
学
2
名
、

新
潟
県
立
看
護
大
学
3
名
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

私
大
定
員
厳
格
化
の
影
響
で
、
首
都
圏
の
有
名
私
大
は
、

4
～
5
年
前
と
比
べ
、
1
～
2
ラ
ン
ク
難
化
し
て
お
り
、

進
学
実
績
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
大
学
・
専
門
学

校
別
の
進
路
数
、
就
職
者
詳
細
は
次
の
通
り
。

[国公立大学]

転
出
者
・
退
職
者

職　名 教科(科目)等 氏　名 転出先等

教頭 田 中 健 退職

教諭 国語 内 田 正 幸 退職　柏崎常盤高校

教諭 地歴公民 市 村 善 也 長岡高校

教諭 理科（物理） 大 竹 友

教諭 保健体育 山 田 康 幸 高田高校

教諭 英語 小山万里子 十日町総合高校

常勤講師 理科(物理） 神 谷 謙 光

非常勤講師 数学 立 川 俊

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に

伴
う
臨
時
休
校
が
昨
年
度
末
か
ら
数
え
ま
す
と
三
ケ

月
近
く
続
き
ま
し
た
。
そ
の
後
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
学
校
が
再
開
さ
れ
、
こ
の
文
章
を
皆
様
が
眼

を
通
さ
れ
る
頃
に
は
、
部
活
動
も
す
べ
て
再
開
し
て

い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

部
活
動
を
熱
心
に
行
っ
て
い
た
三
年
生
に
と
っ
て

は
最
後
の
大
会
の
場
、
発
表
の
場
を
失
い
そ
の
心
中

を
察
す
る
と
言
葉
に
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
か

ら
の
長
い
人
生
を
考
え
ま
す
と
、
必
ず
や
こ
の
経
験

は
活
か
さ
れ
て
い
く
も
の
だ
と
信
じ
ま
す
。
逆
境
こ

そ
人
生
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
！
の
気
概
で
、
生
徒
の
皆

さ
ん
に
は
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
た
姿
を
し
っ
か
り
と
教
職
員
、
母
校
の
卒
業
生

と
し
て
見
守
り
支
え
て
い
き
た
い
所
存
で
す
。

転
　
入
　
者

職　名 教科(科目)等 氏　名 転入元等

教頭 清 水 哲 村上中等教育学校

教諭 国語 井 口 智 彦 長岡大手高校

教諭 地歴公民 吉 岡 正 和 新潟江南高校

教諭 理科（物理） 布 施 浩 史 三条高校

教諭 保健体育 三 上 悟 堀之内高校

教諭 英語 前 山 幸 子 三条商業高校

非常勤講師 数学 野 澤 恒 夫 高田高校

大　学 進学
秋田 2
秋田公立美術 1
山形 1
福島 1
福島県立医科 1
茨城県立医療 1
筑波 1
高崎経済 1
前橋工科 1
埼玉 3
埼玉県立 2
東京都立 2
東京農工 1
横浜国立 2
上越教育 2
新潟 11
新潟県立 1

新潟県立看護 3
富山 5
福井県立 1
長野 1
静岡 1
滋賀県立 1
京都市立芸術 1
［私立大学］
東北文化学園 1
国際医療福祉 1
白鷗 2
群馬パース 1
高崎健康福祉 1
埼玉工業 1
駿河台 2
西武文理 1
獨協 2
文教 1
秀明 1

令和元年度末・令和２年度初 新潟県立柏崎高等学校人事異動

城西国際 2
千葉商科 1
麗澤 1
亜細亜 1
桜美林 2
大妻女子 2
北里 1
國學院 1
昭和 1
芝浦工業 1
専修 3
創価 1
大東文化 2
中央 1
帝京 1
東京農業 1
東洋 2
日本体育 1
二松学舎 1

日本 1
文京学院 1
法政 1
武蔵野 1
明治 1
明治学院 2
立教 1
神奈川 2
神奈川工科 5
関東学院 2
洗足学園音楽 1
桐蔭横浜 1
横浜薬科 1
新潟医療福祉 5
新潟工科 7
新潟青陵 2
新潟薬科 1
金沢医科 1
金沢工業 5

金沢星稜 1
北陸 2
中京 1
京都産業 1
同志社 1
龍谷 1
近畿 1
久留米 1
［私立短期大学］

短期大学 進学
共立女子 1
國學院大栃木 1
新潟青陵 2
明倫 1
［専門学校］

専門学校 進学
新潟情報専門学校 1
長岡公務員・情報ビジネス専門学校 3
新潟法律大学校 2

新潟工科専門学校 1
新潟医療技術専門学校 3
日本工学院専門学校 1
国際ペットワールド専門学校 2
国際ホテルブライダル専門学校 1
あいち造形デザイン専門学校 1
京都伝統工芸大学校 1
東放学園専門学校 1
国際ビューティーモード専門学校 1
京都外国語専門学校 1
新潟公務員法律専門学校 1
［就職］
柏崎市役所 1
新潟県警察 1
(株)東芝 柏崎工場 1
フィリアシステム(有) 1

編
集
後
記

編
集
後
記

母
校
の
今
年
度
進
路
状
況

母
校
の
今
年
度
進
路
状
況

同
窓
会
長　

土  

田  

新  

吾
（
高
16
回
）

　

い
ま
だ
か
つ
て
な
い
事
態

に
遭
遇
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
い
て
緊
張
を
強
い

ら
れ
て
い
る
日
々
で
す
。
同

窓
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も

様
々
な
困
難
と
対
峙
さ
れ
て

お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す

が
、
な
ん
と
か
乗
り
切
っ
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
同
窓
会
も
本
部
と

三
支
部
共
に
例
年
通
り
の
活

承
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
大
騒
動
か
ら
学
ぶ
べ

き
こ
と
も
多
々
あ
る
。
故

佐
々
淳
行
さ
ん
は
、
初
代
内

閣
安
全
保
障
室
長
で
あ
り
、

「
危
機
管
理
」
と
い
う
日
本

語
の
創
造
者
で
あ
る
。
危
機

管
理
の
鉄
則
は
、
大
き
く
構

え
小
さ
く
収
め
る
こ
と
ー
空

振
り
の
三
振
は
し
て
も
よ
い

動
が
出
来
ま
せ
ん
。
総
会
を

中
止
す
る
支
部
も
あ
り
ま

す
。
本
部
は
必
要
最
小
限
の

活
動
を
行
う
予
定
で
す
。
本

年
度
は
創
立
百
二
十
周
年
の

年
で
す
。
諸
々
記
念
事
業
を

予
定
し
、
実
行
し
つ
つ
あ
り

ま
し
た
が
、
変
更
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
紙
面
を
通
じ
て

お
伝
え
致
し
ま
す
の
で
ご
了

が
、
見
逃
し
の
三
振
は
許
さ

れ
な
い
、
と
語
っ
て
お
ら
れ

る
。
昨
年
、
国
内
で
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
死
者
は
三
千
人

超
（
関
連
死
を
含
め
れ
ば

一
万
人
超
）、
一
月
だ
け
で

千
六
百
八
十
五
人
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
死
者
は
。八
百
二
十
人（
五

月
二
十
四
日
現
在
）で
あ
る
。

大
い
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

「
ニ
ュ
ー
ウ
エ
イ
ブ　

怒
涛
」
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
重
症

化
し
死
に
至
る
か
否
か
、
人

間
本
来
の
免
疫
力
に
か
か
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　

こ
の
度
の
厳
重
な
対
策
に

対
し
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
お
け
る
危
機
管
理
や
体
調

管
理
は
充
分
で
あ
ろ
う
か
。

人
類
が
生
き
な
が
ら
え
る
た

め
、
大
気
や
水
な
ど
母
な
る

地
球
の
危
機
管
理
は
万
全
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
論
法
で
我

校
の
将
来
を
考
え
て
み
る
。

将
来
に
備
え
、
充
分
す
ぎ
る

ほ
ど
の
勉
学
と
健
康
の
増
進

対
策
が
望
ま
れ
る
。

　

柏
中
・
柏
高
同
窓
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
学
校
の

教
育
活
動
に
応
援
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を

受
け
、
本
校
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
学
校
は
異
例
の

事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
月
か
ら
臨
時
休
業
と

し
、
四
月
に
一
旦
再
開
を
し

ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言

後
に
再
度
休
業
と
し
ま
し

た
。
生
徒
の
い
な
い
校
舎
か

ら
、
改
め
て
生
徒
が
活
動
し

業
式
は
放
送
に
よ
り
、
入
学

式
は
参
加
者
を
制
限
し
て
行

い
ま
し
た
。

　

授
業
だ
け
で
は
な
く
、
体

育
祭
な
ど
の
行
事
や
部
活
動

の
各
種
大
会
が
中
止
と
な

り
、例
年
は
「
さ
ぁ
や
ろ
う
」

と
い
う
新
鮮
な
気
持
ち
で
臨

む
時
期
で
す
が
、
感
染
症
の

心
配
に
加
え
、
行
事
や
大
会

の
中
止
、
先
が
見
通
せ
な
い

こ
と
な
ど
で
生
徒
は
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

再
開
後
も
夏
休
み
の
短

縮
、
行
事
の
変
更
な
ど
を
検

て
こ
そ
の
学
校
だ
と
感
じ

ま
す
。
五
月
中
旬
以
降
は
学

級
の
半
数
ず
つ
午
前
午
後
に

分
散
し
て
登
校
し
、
段
階
的

に
六
月
か
ら
の
学
校
再
開

に
向
け
動
き
始
め
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
間
、
三
月
の
卒

業
式
は
参
加
者
を
制
限
し

て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

百
七
十
四
人
を
送
り
出
し
ま

し
た
。
卒
業
生
も
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
状
況
を
乗
り
切

り
、
そ
の
後
に
力
を
発
揮
、

伸
ば
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
四
月
の
始

討
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら

こ
そ
、
柏
高
生
と
し
て
の
自

覚
と
「
自
主
自
律
」
の
精
神

で
、
目
標
を
明
確
に
し
て
や

れ
る
こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
着
実
に
取

り
組
む
こ
と
を
、
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が

期
待
も
し
て
い
ま
す
。
学
校

と
し
て
は
、
感
染
防
止
と
と

も
に
、
生
徒
の
心
身
の
ケ
ア

を
行
い
な
が
ら
、
学
び
の
保

障
、
進
路
希
望
の
達
成
、
人

間
的
な
成
長
な
ど
本
校
の
役

割
、
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
引

き
続
き
御
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
長
岡
の
保
険
代
理

店
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、

村
山
雄
太
で
す
。
東
京
か
ら

柏
崎
に
帰
っ
て
き
た
の
は
、

今
か
ら
７
年
前
の
大
学
卒

業
し
た
23
歳
の
秋
頃
で
し

た
。

　

柏
崎
に
帰
っ
た
き
っ
か
け

と
い
う
の
も
、
当
時
、
母
が

が
ん
の
闘
病
中
で
自
宅
と
病

院
と
の
往
復
や
、
日
々
の
看

病
・
介
護
の
た
め
で
し
た
。

父
も
そ
の
時
は
単
身
赴
任
を

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
こ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
柏
崎

に
帰
っ
て
き
て
、
母
と
一
緒

の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
て
、
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

母
が
亡
く
な
る
ち
ょ
う

ど
前
に
、
知
人
の
紹
介
で
社

会
福
祉
法
人
の
事
務
局
に

入
職
し
、
や
っ
と
社
会
人
と

し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
四
年
間
勤
務
を
さ
せ

て
も
ら
い
、
三
年
前
か
ら
現

在
の
保
険
代
理
店
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
業
種
こ
そ

全
く
違
い
ま
す
が
、
二
つ
と

も
「
地
域
に
根
ざ
し
て
、
そ

こ
に
暮
ら
し
て
い
る
人
達

に
安
心
・
安
全
を
届
け
る
」

仕
事
で
す
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
私
は
柏

崎
に
帰
っ
て
く
る
気
は
1
ミ

れ
は
自
分
が
一
緒
に
い
て
あ

げ
な
き
ゃ
、
も
し
か
し
た
ら

後
悔
す
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
思
い
、「
家
事
手
伝
い
」

と
い
う
か
た
ち
で
柏
崎
に
帰

郷
し
ま
し
た
。
同
級
生
達
が

就
職
し
て
社
会
に
出
て
い
る

と
い
う
の
に
、
自
分
は
ま
だ

社
会
人
と
し
て
人
の
役
に
立

て
て
い
な
い
・・・
そ
う
い
っ

た
歯
痒
さ
を
感
じ
な
か
っ
た

と
言
え
ば
、
う
そ
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、

９
か
月
後
に
母
は
亡
く
な
っ

リ
も
な
く
、
と
も
す
れ
ば
早

く
ま
た
東
京
に
戻
り
た
い
！

と
い
う
気
持
ち
の
方
が
多
い

時
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、

時
間
が
経
ち
、
年
齢
を
重
ね

る
た
び
に
自
分
が
生
ま
れ

育
っ
た
こ
の
柏
崎
の
人
や
景

色
、
空
気
、
匂
い
が
好
き
に

な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。（
本
当
に
お
か
し
な
言

い
方
で
す
が
、
や
っ
と
「
馴

染
ん
で
き
た
」
と
い
っ
た
感

じ
で
す
。）

　

私
に
出
来
る
こ
と
は
微
々

た
る
も
の
で
す
が
、
柏
崎
で

暮
ら
し
て
い
て
良
か
っ
た
、

柏
崎
で
ま
た
暮
ら
し
た
い
と

思
え
る
こ
と
を
一
つ
で
も
多

く
見
い
だ
し
て
、
私
な
り
の

貢
献
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

柏
高
の
現
況

校
長　

熊 

倉 

　 

肇

帰
っ
て
き
て
よ
か
っ
た

有
限
会
社
　く
ら
さ
わ
・
保
険
サ
ー
ビ
ス　

村
山
　雄
太
（
高
60
回
）

柏
崎
市
よ
り  

４

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
つ
い
て

新型コロナウイルス感染拡大防止対策

令和２年度 本部 総会 について
柏中・柏高同窓会 役員会

①   「総会」は、規模を縮小して、令和２年８月１日(土)に、柏崎産文にて行う予定です。
対策 (1)「記念文化講演会」･「懇親会」および「母校吹奏楽部演奏」は、中止とする。

(2) 出席者(卒業期幹事・当番幹事)の人数を、制限させていただきます。
(3) 支部代表、および恩師の臨席は、ご遠慮させていただきます。 
(4) 上の期日の実施が、感染拡大により不可能のときは、次の「総会・予備日」

に延期する。→令和２年１１月７日(土)
② ①の縮小した総会の<実施・延期・中止>の決定を、再度、７月１日(水)に行い、それ

ぞれの卒業期幹事代表に連絡いたします。

柏高・創立120周年記念事業 記念行事 について
実行委員会

① 「記念式典」は、未定です。
対策 (1)「記念講演会」および「記念祝賀会」は、中止とする。

(2)「記念式典」への一般会員・準会員の出席は、中止させていただきます。
② 記念誌『回顧百二十年』は、予定どおり刊行いたします。

※ なお「募金」は、令和２年１１月３０日(月)まで、予定どおり継続いたします。
　 引きつづき、皆さまのご芳志を賜りたく、お願い申し上げます。

会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め

　

会
費
を
納
め
て
い
た
だ
き
た
く
、

　
　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

　
　
　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新型コロナウイルス感染拡大防止対策による休校・部活動中止により、例年掲載させていただいている部活動報告はありません。
それに代わり、令和元年度卒業証書授与式、ならびに令和２年度入学式の様子を写真で紹介させていただきます。

来賓や在校生は臨席せず、保護者も各家庭1名とさせていただき、式次第も30分ほどに縮小して挙行されました。
様々な制約を受けた式ではありましたが、卒業生の呼名に対する凜とした返事や、爽やかな笑顔、将来を展望する熱いまなざしには今後の
激動の社会を生き抜いて行こうとする姿勢が感じられました。みなさん、ご卒業おめでとうございます。

例年は2年生有志による校歌紹介、吹奏楽部による入退場のBGMなどが盛り込まれていましたが、今年は簡素な式となりました。
しかし新入生の真剣な表情からは、新たなスタートの決意と緊張感がひしひしと伝わってきました。

卒業証書授与式　2020年3月18日（水）　大体育館にて

入学式　2020年4月7日（火）　大体育館にて

卒業証書授与　代表 近藤梨乃さん卒業証書授与　代表 近藤梨乃さん 卒業生答辞　佐藤結菜さん卒業生答辞　佐藤結菜さん 卒業生174名 卒業生174名 

式辞　熊倉肇校長式辞　熊倉肇校長 新入生代表の言葉　五十嵐尊人さん新入生代表の言葉　五十嵐尊人さん 新入生202名新入生202名


